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本論は、第 I 部と第 E部にわかれており、第 I 部では、「全相平話」五種それぞれの地理認識を検討
する。検討を通じて、各作品中の地理叙述がどの程度正確であるか否かを明らかにするとともに、地理
叙述にどのような差異が見られるか、その特徴を示す。また「全相平話」の地理叙述が明代歴史小説に










































































『武王伐材書j r春秋後集j r前漢書続集J が、歴史小説の濫鰐と見倣しうるだけの地理叙述を持ってい






























































リーズ物として元代至治年間 (1321~ 1323) に刊行されたと考えられている。
本論文は、「はじめにJ I使用底本一覧J IむすびにかえてJ と、本論に当たる第 I 部全 6 章および第
E部全 4 章から成る。
第 I 部の、第 1 章 Ir武王伐材書』における地理叙述について」、第 2 章 Ir七国春秋後集』における
地理叙述について」、第 3 章 Ir秦併六国』における地理叙述について」、第 4 章 Ir前漢書続集J におけ





にしている。第 6 章 Ir全相平話』中のナト|について」は、「全相平話J 五種に登場する州名をもっぱら考
察している。実際の州の数には限りがあり、誤字や脱字の多い「全相平話」においても正確な名称を特
定し易いため、より確実な結論を導き出せるからである。前 5 章で検討した結果を踏まえて、第 6 章で
は、その州が歴史上実在したか否か、実在したならいつの行政区画に依拠したものかを考究している。
続く第 E 部全 4 章では、「全相平話J 五種に存する、五種が依拠した歴史書に存在しない地名群に、
スポットを当てている。すなわち第 l 章 11大桑村J の人」、第 2 章「八陣図遺跡についてJ、第 3 章 11迷
楼J から「摘星楼」へ」、第 4 章「婁子伯について」において、貌晋( 3 世紀)以来、南北朝から唐宋
を経て元代初期に至るまでの、現存する韻文散文を丁寧に渉猟して、問題の地名がそれぞれ、いつ頃、
どのようにして登場したか、それらが歴代の韻文散文に詠じられるうちにいかなるイメージをまとい、
「全相平話」に織り込まれていったか、さらには、それらがいかに明代の歴史小説に取り込まれたかを、
考察している。かくて「全相平話」が、伝承によって育まれる語り物の要素を根強く保持していること
を、地理地名の側面から明らかにしている。
元代の「全相平話」五種すべてを総合的に取り上げ、それらを地理叙述・地理認識という視角から考
究し、明代歴史小説との連続性を明らかにした論文は、従来に例を見ない。こうした点は独創的なもの
として、中国小説史研究に新たな可能性を拓き、斯学の発展に寄与している。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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